
 

 

 

 

 

       

教育目標・・・自ら学び、心豊かに生き生きと活動する児童の育成 

 

 

朝夕の冷え込みが厳しくなり、山の木々も美しく色づき始めました。秋の深まりを感じるころとなりました。 

保護者の皆様には、クマの対応として、登下校時に自家用車での送迎にご協力をいただき、心より感謝申し

上げます。地区の方々によるパトロール等も行われております。引き続き、保護者の皆様には送迎のご協力を

お願いいたします。 

さて、今学期も２か月を過ぎようとしています。残りの期間もじっくりと学習や活動に取り組み、落ち着い

て学校生活を送ることができるよう支援していきます。今後は気候が不安定で体調を崩しやすい季節となりま

す。保護者の皆様には､お子様の健康管理等にもご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 去る４日（金）に行いました学習参観及び校内美化活動

には、平日にも関わらず、多数ご出席いただきありがとう

ございました。 

 学習参観では、4月以降久しぶりの教室での学習の様子

を見ていただきました。子供たちは、保護者の皆様に、学

習した成果を見ていただこうと、いつも以上に意欲的に取

り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、校内美化活動は、台風の影響で荒天となり、残念

ながら校舎外の作業はできませんでしたが、校舎内を隅か

ら隅まで親子でピカピカにしていただきました。普段、子

供たちではなかなか手の届かないところまで掃除してい

ただきました。子供たちも、 

親子で作業することができ、 

いつもより力を入れて雑巾 

で拭いていたようです。本 

当にありがとうございまし 

た。 
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秋の深まりを感じて 

◇11 月 の 主 な 行 事 予 定◇ 

11月 ６日(水)   県東部小学校教育課程研究集会 

15日(金)   ふれあい給食会 

      ＰＴＡ執行部会 

      ＰＴＡ役員全体会 

19日(火) ありがとうメッセージ紹介 

25日(月) ひばりっ子パワーアップ週間(～29 日) 

27日(水) バースデー給食（11 月誕生者）  

28日(木) 第２回学校評議員会 

29日(金) 学校保健委員会 

 

☆タブレット導入☆ 
 今月からパソコン室にタブレット型パソコ

ンがパソコン室に入りました。9日（水）は上

学年、10日（木）は下学年がそれぞれタブレ

ットの使用の仕方を学習しました。電源の入れ

方、画像の撮影や保存の方法等の操作について

説明を聞いた後、一人1台ずつ使用して実際に

活用してみました。 

子供たちはタブレット型パソコンに興味・ 

関心も高く、意欲的 

に使用していました。 

今後は、各教科等で 

も活用していきます。 



  校 内 持 久 走 記 録 会 
   

去る15日（水）、晴天の下、校内持久走記録会が行われました。体育の学習やチャレンジタ 

イムでの練習の成果を出し切ろうと一人一人が自己ベストを目指して走り切りました。学年や距 

離ごとに、記録をとりました。子供たちは、走っている子供たちに向け、大きな声で応援をして 

いました。その声に励まされ、ラストスパートで今一度スピードを出して走っていました。走っ 

ている子供と応援する子供が一体となって、とてもすがすがしい時間となりました。記録も自己 

ベストが出た子供が多かったようです。保護者の皆様には、当日までの健康管理と励ましをあり 

がとうございました。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去る 10 月 18 日（金）に、第３回安全教室として避難訓練を保育所と合同で実施しました。

今回は、休み時間に理科室から出火したという想定のため、今までとは異なる避難経路でしたが、

子供たちは落ち着いて行動することができました。当日は、入善消防署員の方々が訓練の様子を見

てくださいました。避難後、署員からは、素早く避難できたことを褒めていただくとともに、ハン

カチで口を覆うことや、シューズの紐がほどけないように縛って避難することの大切さを教えてい

ただきました。 

学級での振り返りでは、「休み時間の避難訓練は初めてで少し怖かった」「非常ベルが鳴った時

静かにしゃがんで放送をしっかりと聞き、避難することができた」「怖がっていた下級生のそばに

いて、一緒に避難した」など、自分で考えて、行動できた子供たちが多かったようです。 


